
 
 

 
 

E２‐８  熊本県における水銀及び水銀含有製品の現況調査 
～水銀フリー熊本を目指すんだモン～  

○徳永 晴樹、廣畑 昌章、大川 正晃、坂本 孝広 （熊本県環境生活部環境局） 
保田 武彦、入佐 英紀 （（一財）九州環境管理協会） 

１．背景と目的 

○平成２５年１０月 水俣条約外交会議 
   （熊本市、水俣市において開催） 
○蒲島熊本県知事→水銀フリー熊本宣言 

 今後の水銀フリー社会の実現に向けた
取組みを検討するため、県内における水
銀の現況を把握することを目的に調査を
実施 
（熊本県版水銀マテリアルフローの作成） 

 
 

２．調査方法 

３．調査結果 

４．水銀フリー社会に向けた課題と対策 

       【アンケート調査】 
・熊本県及び市町村の職員約２,７００名を

対象に水銀含有製品の購入、保有、廃棄
等について調査 

・一般廃棄物処理施設設置者に対し、水
銀含有廃棄物の処理量等について調査 

一般 
家庭 【アンケート・ヒアリング調査】 

・産業分類ごとに１０％（１９分類７,７４７件）の事業者を

抽出し、水銀含有製品の購入、保有、廃棄等につい
て調査 
・大規模事業所や水銀を扱っている可能性 
が高い事業所（７分類３８６件）は全て調査 

事業所 ① ① 

    【朱肉中の水銀分析】            【液柱型水銀気圧計の精査】 
 

追加調査 ② 

・当初アンケート時点における結果が水銀が
含まれる朱肉かどうかについて精査 

・ランンダムに選定した朱肉８検体の水銀濃
度を測定 

・フォルタン型であれば１台当たりの水銀量
が約１,５００ｇと非常に多いため、所有してい
ると回答した全ての者にヒアリング調査 

製品等名称 水銀量（ﾄﾝ/年） 

原 
燃 
料 

石炭 ０．１８ 

LPG ０．００００２４ 

石灰石 ０．０００００３８ 

小 計 ０．１８ 

製造
原料 

医薬品原料 ０．０００９９ 

小 計 ０．０００９９ 

入 
荷 
・ 
購 
入 

ボタン電池 ０．００１８ 

ランプ類 ０．００８６ 

計測器 ０．０３２ 

試薬 ０．０００４８ 

小 計 ０．０４３ 

合  計 ０．２２ 

流入量 
０.２２ﾄﾝ/年 

水銀含有製品 
一世帯当たり 全世帯（約７１万世帯） 

数量 水銀量(g) 数量 水銀量(ﾄﾝ) 

蛍光ランプ ２２本 ０.１５ １５,５６８,９６８本 ０.１１ 

ボタン電池 ８.６個 ０.０４４ ５,９９７,５６４個 ０.０３１ 

液晶 
ディスプレイ 

テレビ １.２台 ０.００４７ ８４２,２４５台 ０.０３３ 

パソコン ０.７６台 ０.００３４ ５３５,９７９台 ０.００２４ 

計測器 

体温計 ０.２５本 ０.３０ １７７,４３２本 ０.２１ 

温度計 ０.１４本 ０.２７ ９６,４８０本 ０.１９ 

血圧計 ０.０３４台 １.７ ２４,２６１台 １.２ 

朱 肉 ０.１４個 ０.４９ ９５,５４９個 ０.３４ 

マーキュロクロム ０.０８本 ０.０１ ５６,６２９本 ０.００７１ 

合   計 ― ３.０ ― ２.１ 

計測器とは？ 
・体温計 
・血圧計 
・温度計 
・湿度計 
・圧力計 
・気圧計 など 

家庭 事業所 

★水銀３.５８ｇ／個 

水銀含有製品 水銀量（ﾄﾝ／年） 

蛍光ランプ類 ０.００３８ 

水銀体温計 
(温度計含む。) 

０.０００２１ 

水銀血圧計 ０.００１９ 

合 計 ０.００５９ 

家庭 事業所 

水銀含有製品 水銀量（ﾄﾝ／年） 

蛍光ランプ類 ０.００９１ 

計測器 ０.０２１ 

ボタン電池 ０.００１１ 

歯科用アマルガム ０.０００５ 

合 計 ０.０３２ 

飛散・流出量 

０.１３ﾄﾝ/年 
大気への飛散：０.１３ﾄﾝ/年 
公共用水域、土壌中への流出：０.００８２ﾄﾝ／年 

蛍光ランプ 4% 

HIDランプ 1% 

液晶ディスプレイ 
1% 

計測器 
85% 

試薬 3% 

アマルガム 1% 

朱肉 
5% 

ﾏｰｷｭﾛｸﾛﾑ 0% 

事業所 
総水銀量 

1.3t 

 計測器の内訳 
 ①血圧計 ６割 
 ②液柱型気圧計 １割 
 ③圧力計 １割 
 ④その他 ２割 

蛍光ランプ 
5% 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

2% 

ボタン電池 
1% 

計測器 
76% 

朱肉 
16% 

 

ﾏｰｷｭﾛｸﾛﾑ 
0% 

家庭 
水銀量 

2.1t 

農業、林業 1% 

漁業 0% 
鉱業、採石業、 

砂利採取業 0% 

建設業 2% 

製造業 

5% 

電気・ガス・熱供給・ 

水道業 1% 

情報通信業 1% 

運輸業、郵便業 2% 

卸売業、 

小売業 

9% 

金融業、保険業  1% 

不動産業、物品賃貸業 

2% 

学術研究、 

専門・技術サービス業 

1% 

宿泊業、 

飲食サービス業 

7% 

生活関連サービス業、 

娯楽業 3% 
教育、学習支

援業 

24% 

医療、福祉 

36% 

複合サービス事業  0% 

サービス業 3% 

公務 

3% 

事業所 
総水銀量 

1.3t 

計測器の内訳 
①血圧計 ８割 
②体温計 １割 
③温度計 １割 

0.00 0.05 0.10 0.15

農業、林業 

漁業 

鉱山 

建設業 

製造業 

電気・ガス・熱供給・水道業 

情報通信業 

運輸業、郵便業 

卸売業、小売業 

金融業、保険業 

不動産業、物品賃貸業 

学術研究、専門・技術サービス業 

宿泊業、飲食サービス業 

生活関連サービス業、娯楽業 

教育、学習支援業 

医療、福祉 

複合サービス事業 

サービス業 

公務 

蛍光ランプ 
HIDランプ 
液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 
計測器 
試薬 
アマルガム 
朱肉 
ﾏｰｷｭﾛｸﾛﾑ 

（㎏/1事業所） 

教育・学習支援業 
学校には、保健室に血圧計、
理科室に液柱型水銀気圧計

がある。 

医療・福祉 
血圧計、体温計が多

い。 

お問い合わせ 熊本県環境生活部環境局廃棄物対策課  〒８６２-８５７０ 熊本市中央区水前寺６-１８-１ 

TEL ０９６-３３３-２２７８  FAX ０９６-３８３-７６８０  E-mail : haikitaisaku@pref.kumamoto.lg.jp 
水銀フリー熊本 検索 

○水銀が何に含まれているのか、県民・事業者に理解されていない。 
○使用しない水銀体温計や血圧計が多く保管されている。 
○分別回収を行わず、溶融又は直接埋立処分されている場合がある。 
○中間処理事業者ごとに水銀の回収率に差がある。 

○周知、広報、表示制度の構築 
○不要な水銀含有製品の早期回収 
○中間処理及び最終処分の基準づくり 

ストック量 
３.４ﾄﾝ 

輸入原燃料
に含まれる
水銀量 

大気への飛散量 

０.１３ 

公共用水域・土壌への流出量 

０.００８２ 

原燃料の 
工業利用 

運輸 
燃料由来 

熊本県版 
水銀マテリアルフロー 

水銀含有製
品県内生産 

市中保有 
３.４ﾄﾝ 

水銀精
製・販売 

水銀含有製
品県外出荷 

水銀含有製
品県外生産 

廃棄物焼却 

廃棄物中間処理 
（水銀回収あり） 

廃棄物中間処理 
（水銀回収なし） 

県内 
原料生産 

下水道 
終末処理 

埋立処分量 
０.１３～０.１５ 

（単位：トン） 

不明 

不明 不明 

不明 

０.０１３ 

石灰石など ０.００３１ 飛灰・焼却灰 ０.１１～０.１３ 

０.１７～ 
０.１９ 

０.０５６～
０.０８４ 

０.００１１ 
火葬 

０.０２３ 

０.０２３ 

０.０１３ 

０.１８ 

０.０００００３８ 

０.０００７４ ０.０４８ 

０.０００９９ 

０.０１６ 

不明 ０．０４３ 

０.００８７～０.０４５ 

廃棄量 
０.０３８ﾄﾝ/年 


